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カワセミの巣穴を利川したスズメＰａｓｓｅｒﾉﾝzo7秘α凡ｕｓの繁殖

今西貞夫’

はじめに

スズメＰａｓｓｅｒｍｏ砿ａｍ４Ｓは，ユーラシア大陸に広く分布し（Summmers-Smithl988)，1-1本

では一唖種のＰ.、.ｓα”､α"』sが北海道から沖純まで全国のおもに人家周辺に周年生息している

(11本野鳥の会1978,1980)．営巣はおもに人家の!|iI:や膿根瓦の隙間などの人工物にするが，樹洞や

ワシタカ類の巣の隙間，あるいは水の枝に巣を直接つくるというように自然物でも時々みられる（浦

棲1978,内Ⅱ11986，唐沢1989,都市烏研究会1992)．わが国では知られていないが，雌や土手の

穴の''１での営巣は別亜種のＰ.、.ｍo"Zarlusでは普通に行なわれている（Harrisonl975・Flintet

al､1984,Summers-Smithl988)．溌背はスズメが鵬の穴を利用して繁殖しているところを発見し

たので報告する．

報告にあたり，観察および写真撮影に協力していただいた高津佳史氏，文献収集に協力していただ

いた山階鳥類研究所の石本あゆみ，鶴見みや古，平岡孝の各氏に感謝申し上げる．

観察結果

スズメが崖の穴で繁殖していた場所は，千葉県印端郡印騰村大竹（35..17'Ｎ,140.13'Ｅ）の水、地

帯にある丘陵部の端を人為的に切り崩してできた砂髄の雌である（似１１）．この場所は災然からは約

350ｍ離れている．発見臼は1993年５月1911であった．
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図１．スズメが繁殖した塵．

Ｆｉｇ．１．Thehuman-madecliffwhereTreeSparrowsarebrecding．

1993年１２月８１１受理

１．和光大学人文学部人間関係学科浦本研究室〒195束京都町IIlllj金井町２１６０



240

発兄した時，この崖には合計５個の穴があり，このうち1個の穴にはスズメが食物をくわえて出入

りし，穴の奥からはヒナの鳴きﾉIfが聞こえてきた．ほかの３１Mの穴でもスズメが巣材、の枯れ''１１《を逆

び入れたり，巣材の枯れ草の災や幹が入っていたり，スズメが出入りしていたりしていたので，４個

の穴ではスズメが繁殖または繁殖しようとしていたことがわかった．残りの１個の穴は，カワセミ

Ajcedoatめｉｓの巣穴であった．

スズメの利川していた穴の入１１の広さは，縦脳がそれぞれ18×７，１８×６５，１１×６，１０．５×5.5ｃｍ

で，深さはそれぞれ４８，５４，４３，３３ｃｍであった．これらの穴はすべて崖のiiliに対して少しｋ向きに

掘られていた．穴に入る場合にスズメは，人口のド部に一度とまるため，この部分に爪跡がついてい

て，穴の入口の周|〃lに翼で砂を掻いた跡のある穴もあった（図２)．

発見した翌１１の夕方にもこれらの巣を観察した．親鳥が育雛を統けていた巣もあったが，それ以後

これらの巣を観察しなかったので，スズメが繁殖に成功したかどうかは不明である．

カワセミの巣穴は育雛中のスズメの巣穴の66ｃｍ横にあり（I又'３)，入口の広さは縦13ｃｍ，横６ｃｍ

で，催の而に対して少し上向きに伽i'られていた．深さは測定しなかった．

考察

に部（1979）や西村（1979）によると，カワセミの巣穴の深さは50ｃｍ前後から100ｃｍ礎度である．

スズメが繁殖のために使用していた穴は，人11の広さや崖の而に対する穴の角艇が111じ雄で繁りii1iして

いたカワセミの巣穴と似ていたし，穴の深さが30ｃｍ以上と深かった．こうした点から，この穴はカ

ワセミが巣穴として掘ったものと思われる．スズメはカワセミの古巣か掘るのを途中で放棄した巣を

利用したのかもしれない．また，スズメはほかの極が営巣LlIにその巣を乗取ることがあるらしいので

(浜I~11983)，カワセミが造巣''1か産卵後に巣穴を乗取った可能性もある．いずれにしても，カワセ
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図２．スズメが営巣した穴の人11の状態．

この巣穴は図３のｌの穴で，入口下部にはスズメが出入りするときの爪跡が付いていて，周囲

には翼の跡も付いていた．

Ｆｉｇ．２．Ｔｈｉｓｈｏｌｅ,usedbythosparrows,ｈａ(lclawmarksoI1Lhealightingplace，ａｎｄｗｉｎｇ
ｍａｒｋｓｏｎｔｈｅｗａｌｌｓ．
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ミの巣穴を利川したスズメの憐巣はこれまで報告されていない．

雌の穴におけるスズメの満巣は，新築の人家にはスズメの営巣する隙間がほとんどないことや胴体

数の蛸加などに起|火|したのかもしれない．あるいは人と結びつく前の本来の営巣場所であったのかも

しれないが，今後このような場所での営巣が蛸えることが予想される．
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図３．スズメが繁殖のために使用した崖の穴．

１はスズメが使用していた穴で，巾にはヒナがいた．２はカワセミの巣穴．ｌと２の距離はわ

ずか66ｃｍである．ｌと２の間には浅い寵みがあった．

Ｆｉｇ．３．ＴｈｃｈｏｌｅｕｓｅｄｆｏｒｎｅｓｔｉｎｇｂｙＬｈｅSparrows．

’：ＴｈｅｓｐａｒｒｏｗｓｎｅｓＬｈｏｌｅ、

２：TheKingfisher'ｓｎｅｓｔｈｏｌｅ、
ＴｈｅｄｉｓｔａｎｃｅｆｒｏｍｌＬｏ２ｗａｓｏｎｌｖ６６ｃｍ・Thereｗａｓａｓｈａｌｌｏｗｈｏｌｌｏｗｂｅｔｗｅｅｎｌａｎｄ２．
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FirstrecordsoftheTreeSparroｗＰａｓｓｅｒｍｏ砿α皿sbreeding

intheholesofacliffinJapan

S2daolmanishil

IobservedTreeSparrowsbreediｎｇｉｎｔｈｅｈｏｌｅｓｏｆａｓａｎｄｙ，human-madecliffinlnba

Village,ChibaPrefecture､Therewerefiveholesinthecliff,andfourofthemwereusedfor

nestingbysparrows、ＴｈｅｏｔｈｅｒｏｎｅｗａｓｔｈｅｎｅｓｔｈｏｌｅｏｆｔｈｅKingfisherAZcGdoα此hjs・The

sizeofalltheseholessuggesteｄｔｈａｔｔｈｅyweredugbytheKingfishers，probablyoldor

incompletenestholes、

１．LaboratoryofUramoto，DepartmentofHumanScience，FacultyofHumanities，

WakoUniversity，Kanaichou2160,Machida，Ｔｏｋｙｏｌ９５


